
中川運河について

・延⾧8.2kmの閘門式運河
・潮の干満の影響を受けない
・海から取水し、北東端から

隣接する堀川へポンプ排水
(晴天時は南から北へ流れる)

水運による物流の軸として、
名古屋の発展を支えてきた

5km

中

川

運

河

名古屋港

名古屋駅

ささしま

酸素がなくなりやすい①
酸素

酸素

海水 重い

淡水 軽い

密度差で水が混ざりにくい
 酸素が下層までいきわたりにくい

酸素がなくなりやすい②

夏 冬

混ざらない 混ざる

夏はとくに密度の差ができやすく、酸素がいきわたらない

酸素

酸素酸素
酸素



還
元

的
環

境
溶

存
酸

素

酸
化

還
元

電
位

溶存酸素(mg/L)

酸化還元電位(mV)

0
0

酸
化

的

還
元

的

還
元

的
環

境
に

な
る

と
、

硫
酸

イ
オ

ン
か

ら
硫

化
物

イ
オ

ン
が

生
成

さ
れ

る
、

底
質

か
ら

リ
ン

が
溶

出
す

る
な

ど
の

現
象

が
発

生
す

る

酸
素

不
足

が
招

く
悪

循
環

底
質

の
悪

化

植
物

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

が
増

殖

死
亡

・
沈

降

酸
素

が
消

費
さ

れ
る

リ
ン

が
溶

出

リ
ン

窒
素

露
橋

水
処

理
セ

ン
タ

ー
・

合
流

式
、

処
理

量
8万

 
/日

・
処

理
水

は
中

川
運

河
に

放
流

・
平

成
16

 
29

年
の

間
に

改
築

・
高

度
処

理
施

設
と

し
て

再
稼

働

BO
D

C
O

D
全

窒
素

全
リ

ン
改

築
前

(H
15

年
度

平
均

)
11

11
11

.6
0.

5
改

築
後

(H
29

年
度

平
均

)
0.

6
5.

9
5.

1
0.

1

改
築

前
・

改
築

後
の

放
流

水
質

*(
年

平
均

・
m

g
/L

)

改
築

に
よ

り
放

流
水

質
は

大
幅

に
改

善
＊

名
古

屋
市

上
下

水
道

局

運
河

北
部

の
水

の
流

れ
を

改
善

処
理

水

高
度

処
理

水
３

万
 

/日
を

堀
止

に
送

水

特
に

水
の

流
れ

の
悪

い
、

運
河

北
部

の
水

の
流

れ
を

改
善

す
る

ね
ら

い

・
酸

素
不

足
・

植
物

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

の
大

量
発

生
が

改
善

さ
れ

る
の

で
は

な
い

か
 

 

堀
止

令
和

元
年

度
（

第
12

回
）

国
土

交
通

大
臣

賞
（

循
環

の
み

ち
下

水
道

賞
）

グ
ラ

ン
プ

リ
（

最
優

秀
賞

）
を

受
賞



処
理

水
は

、
密

度
が

低
い

酸
素

酸
素

海
水

ま
じ

り
＝

重
い

ほ
ぼ

淡
水

＝
軽

い

混
ざ

ら
な

い

水
処

理
セ

ン
タ

ー

酸
素

が
下

層
ま

で
届

き
に

く
く

な
る

の
で

は
 

改
築

前
・

改
築

中
の

運
河

水
質

処
理

水
が

流
入

す
る

こ
と

で
、

冬
で

も
強

固
な

密
度

差
が

確
認

さ
れ

て
い

た
が

、
改

築
中

（
放

水
停

止
中

）
は

、
冬

季
に

は
密

度
差

が
解

消
し

て
い

た

稼
働

中
（

放
流

あ
り

）
(昭

和
62

年
2月

)
改

築
中

（
放

流
な

し
）

(平
成

27
年

2月
)

D
O

(m
g

/L
)

D
O

(m
g

/L
)

停
止

水深(m)

密
度

(g
/c

m
3 )

密
度

(g
/c

m
3 ) 運
河

北
端

(堀
止

)の
層

別
水

質

水深(m)

水
処

理
セ

ン
タ

ー
の

影
響

は
…

 
水

の
流

れ
が

改
善

さ
れ

る
こ

と
で

、
酸

素
不

足
に

な
り

に
く

く
な

る

密
度

差
が

強
固

に
な

る
の

で
、

酸
素

不
足

に
な

り
や

す
く

な
る

 
酸

素
不

足
は

改
善

 

 
酸

素
不

足
は

悪
化

 

調
査

の
目

的

露
橋

水
処

理
セ

ン
タ

ー
の

再
稼

働
に

よ
っ

て
中

川
運

河
の

水
質

は
ど

の
よ

う
に

変
化

す
る

の
か

調
査

概
要

露
橋

水
処

理
セ

ン
タ

ー
の

稼
働

状
況

平
成

29
年

1月
か

ら
試

験
運

転
開

始
10

月
か

ら
本

稼
働

(約
6万

 
/日

)

日
時

平
成

28
 

29
年

度
年

6回

地
点

①
放

流
口

付
近

(猿
子

橋
)

②
下

流
(松

重
ポ

ン
プ

所
)

③
上

流
(野

立
橋

)

項
目

水
温

，
塩

分
，

溶
存

酸
素

，
硫

化
物

イ
オ

ン
，

形
態

別
窒

素
，

C
O

D
，

BO
D

，
全

リ
ン

，
リ

ン
酸

態
リ

ン
，

ク
ロ

ロ
フ

ィ
ル

a
③

②
①

水
の

流
れ

処
理

水

上
層

下
層

(8
割

)



グ
ラ

フ
の

見
か

た

溶存酸素(mg/L)

②
松

重
ポ

ン
プ

所

放
流

な
し

(H
28

年
5 

11
月

)

何
の

グ
ラ

フ
か

ど
こ

の
水

質
か

放
流

あ
り

(H
29

年
1 

30
年

1月
)

結
果

①
溶

存
酸

素

放
流

開
始

後
の

方
が

溶
存

酸
素

の
濃

度
が

高
か

っ
た

下
層

溶存酸素(mg/L)

②
松

重
ポ

ン
プ

所

①
猿

子
橋

③
野

立
橋

上
層

溶存酸素(mg/L)

②
松

重
ポ

ン
プ

所

溶存酸素(mg/L)溶存酸素(mg/L)

下
層

下
層

結
果

②
硫

化
物

イ
オ

ン

S2-(mg/L)S2-(mg/L)

放
流

開
始

後
は

、
硫

化
物

イ
オ

ン
の

濃
度

が
低

下
し

た

S2-(mg/L)S2-(mg/L)

下
層

②
松

重
ポ

ン
プ

所

①
猿

子
橋

③
野

立
橋

上
層

②
松

重
ポ

ン
プ

所

下
層

下
層

結
果

③
密

度

密度の差(g/cm3)

工
事

中
・

放
流

口
付

近
(平

成
23

-2
5年

度
)

上
層

下
層

塩
分

と
水

温
か

ら
密

度
を

計
算

下
層

の
密

度
－

上
層

の
密

度

上
層

と
下

層
の

密
度

差
は

ど
れ

だ
け

か

密
度

に
差

が
あ

る
 

水
は

混
ざ

っ
て

い
な

い
密

度
に

差
が

な
い

 
水

は
混

ざ
っ

て
い

る



結
果

③
密

度

放
流

開
始

後
は

冬
季

で
も

上
層

・
下

層
間

に
密

度
差

が
生

じ
て

い
た

全
て

の
地

点
に

影
響

が
出

て
い

た

下
層

と
上

層
の

密
度

差
密度の差(g/cm3) 密度の差(g/cm3)

密度の差(g/cm3) 密度の差(g/cm3)

工
事

中
・

小
栗

橋
(平

成
23

-2
5年

度
)

①
放

流
口

付
近

(猿
子

橋
)

②
下

流
(松

重
ポ

ン
プ

所
)

③
上

流
(野

立
橋

)

予
想

と
結

果
予

想
①

水
の

流
れ

が
改

善
さ

れ
る

こ
と

で
、

酸
素

不
足

に
な

り
に

く
く

な
る

予
想

②
密

度
差

が
強

固
に

な
る

の
で

、
酸

素
不

足
に

な
り

や
す

く
な

る

 
酸

素
不

足
は

改
善

 

 
酸

素
不

足
は

悪
化

 

・
密

度
差

は
大

き
く

な
っ

た
。

・
酸

素
不

足
は

や
や

改
善

し
て

い
た

。
結

果

な
ぜ

酸
素

不
足

に
な

ら
な

い
の

か
 

放
流

開
始

後
…

硝
酸

性
窒

素
が

多
く

存
在

処
理

水
由

来
の

硝
酸

性
窒

素
が

酸
化

剤
と

し
て

機
能

し
た

可
能

性

露
橋

水
処

理
セ

ン
タ

ー
平

成
29

年
度

の
平

均
放

流
水

質
*

全
窒

素
5.

1 
m

g
/L

硝
酸

性
窒

素
3.

9 
m

g
/L

＊
名

古
屋

市
上

下
水

道
局

 
平

成
29

年
度

事
業

年
報

（
20

18
）

形
態

別
窒

素
の

分
析

結
果

（
②

下
流

 
松

重
ポ

ン
プ

所
）

上
層

下
層

放
流

あ
り

放
流

あ
り

放
流

な
し

放
流

な
し

N
O

3

放
流

水
に

酸
素

が
含

ま
れ

て
い

る
か

ら

な
ぜ

酸
素

不
足

に
な

ら
な

い
の

か
 

密
度

差
は

あ
る

が
、

改
築

前
よ

り
は

水
が

混
ざ

っ
て

い
る

改
築

前
（

放
流

あ
り

）
(昭

和
62

年
2月

)
改

築
中

（
放

流
な

し
）

(平
成

27
年

2月
)

改
築

後
（

放
流

あ
り

）
(平

成
30

年
2月

)

密
度

(g
/c

m
3 )

密
度

(g
/c

m
3 )

密
度

(g
/c

m
3 )

水深(m)

水深(m)

水深(m)

小
栗

橋
の

層
別

水
質



ま
と

め
露

橋
水

処
理

セ
ン

タ
ー

の
再

稼
働

に
よ

り
中

川
運

河
の

水
質

が
ど

の
よ

う
に

変
化

す
る

か
を

調
査

し
た

。

•
処

理
水

の
流

入
に

よ
り

、
季

節
を

問
わ

ず
一

年
を

通
じ

て
水

が
混

ざ
り

に
く

い
環

境
が

形
成

さ
れ

て
い

た
。

•
密

度
差

に
よ

り
水

質
の

悪
化

が
懸

念
さ

れ
た

が
、

実
際

に
は

処
理

水
の

流
入

に
よ

り
、

下
層

の
還

元
的

環
境

は
改

善
さ

れ
て

い
た

。
…

処
理

水
中

の
溶

存
酸

素
、

硝
酸

性
窒

素
に

よ
る

影
響

か
 

今
後

ど
の

よ
う

に
水

質
が

変
化

す
る

の
か

、
引

き
続

き
観

測
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る

平
成

29
年

度
の

中
川

運
河

で
は

多
項

目
水

質
計

を
用

い
た

水
質

測
定

小
栗

橋

次
の

演
者

よ
り

ご
報

告
い

た
し

ま
す

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

年
報

第
８

号
に

も
デ

ー
タ

を
掲

載
し

て
お

り
ま

す
※

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

へ
の

掲
載

は
年

度
内

を
予

定

名
古

屋
市

環
境

科
学

調
査

セ
ン

タ
ー

年
報


